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1. 検証実施概要 

TIMEBOOT (RSC-MT8F)は、ネットワーク対応型の電源制御装置であり、 

AC100V の電源制御に加え、WOL・ShutDown スクリプト機能、スケジュール自動運転機能、 

コンソールサーバー機能、状態通知機能(E-Mail,SNMP)等々を有するが、 

今回は、以下 2 機能の動作検証を行った。 

 

① 標準で登録されている Windows 用 ShutDown スクリプトを利用し、 

富士通社製サーバ PRIMERGY TX1320 M1(以下 PRIMERGY) を安全にシャットダウンさせる

事。 

② SNMP エージェント機能を利用し、富士通社製統合運用管理ソフト 

FUJITSU Software Systemwalker(Systemwalker Centric Manager)に対して 

SNMP TRAP を送出し、マネージャー側で受け取る事が出来る事。 

 

2. 被検証装置 

 

品名 型名 

TIMEBOOT RSC-MT8F 

FUJITSU Server PRIMERGY TX1320 M1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Front 

Rear 
 

富士通製サーバ 

PRIMERGY TX1320 M1 



3. 検証内容詳細 

TIMEBOOT(RSC-MT8F)は AC100V の電源出力(以下、アウトレット)を 8 系統有し、 

個別に出力を ON / OFF / REBOOT 制御する事が出来ます。制御方法は、 

HTTP、Telnet、SSH、rsh、SNMP、シリアル通信、E-Mail 等 多岐に渡ります。 

また、アウトレット ON に連動させ、WOL にて被制御機器の OS を起動させたり 

アウトレット OFF に連動させ、任意のシャットダウンスクリプトを送出する事で 

被制御機器の OS を安全に終了させる事が可能です。 

   今回は、標準登録されている Windows 用シャットダウンスクリプトを用いて、 

  PRIMERGY 上で稼働している OS (Windows Sever 2012)のシャットダウンを行いました。 

以下に、ブラウザで利用する場合の手順を詳述致します。 

 

3-1.設定手順（シャットダウン） 

Ⅰ．ブラウザへ TIMEBOOT の IP アドレスを入力する事で、ログイン画面が表示されます。 

  Ⅱ．ログイン後、設定項目内から、“基本設定”⇒“詳細設定”⇒“スクリプト設定”を押下します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

Ⅲ．スクリプト実行の“有効”項目にチェック。 

Ⅳ．スクリプト番号に“１”を入力 

※“１”は以下の通り、本体標準の Telnet による Windows シャットダウン用スクリプトです。 

TELNET 

timeout 600 

1: 

recv 10 exit 99 

unless "login:" goto 1 

sendname 

2: 

recv 10 exit 99 

unless "password:" goto 2 

sendpassword 

3: 

recv 

unless ">" goto 3 

send "shutdown /s¥r" 

4: 

recv 

unless ">" goto 4 

send "exit¥r" 

exit 

Ⅴ．IP アドレスに“PRIMERGYの IP アドレス”を入力します。 

Ⅵ．Port 番号に“23”を入力。 

  ※標準スクリプトが Telnet 通信の為、Telnet ポート番号の 23 を入力します。 

Ⅶ．ログイン ID・パスワードに“PRIMERGYにログインする際の ID/PASS”を入力します。 

Ⅷ．PING 実行先に“PRIMERGYの IP アドレス”を入力します。 

Ⅸ．PING 間隔に任意の数字(秒数)を入力します。 

  ※シャットダウンスクリプト送出後に、シャットダウンが正しく終了したかどうかを 

   PING で確認しますが、何秒間隔で PING を実行するかの値です。 

Ⅹ．PING 回数に任意の数字を入力します。 

  ※上記 PING 結果にて“何回無応答が続いた場合にアウトレットを OFF とするか”の回数です。 

Ⅺ．PING 限度に任意の数字を入力します。 

  ※上記 PING 結果にて、PING 応答が続いた場合でもアウトレットを強制 OFF とする 

   PING 実行限度回数です。 
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PRIMERGY TX1320 M1 
遠隔制御用パソコン 

TIME BOOT (RSC-MT8F)  

電源 OFF 命令 Shutdown 命令 

遠隔電源制御画面 

検証結果 

① パソコンブラウザより TIME BOOT(RSC-MT8F)に接続 

② ブラウザから TIME BOOT に電源 OFF 命令 

③ TIME BOOT は、電源 OFF 命令を受けて、PRIMERGY に TELNET でログインして Shutdown 命令を実行。 

その後、PRIMERGY はシャットダウンが実行され、TIME BOOT による電源 OFF が可能な状態となり、

最終的に電源が OFF された。 

 

これら結果から、今回検証した構成ではシャットダウン動作に問題がないことが確認されました。 

電源ケーブル 



 

 

 

 

3-2.設定手順（SNMP TRAP 送出） 

Ⅰ．ブラウザへ TIMEBOOT の IP アドレスを入力する事で、ログイン画面が表示されます。 

Ⅱ．ログイン後、設定項目内から、“通信設定” ⇒ “通信詳細設定” を押下します。 

Ⅲ．マネージャーTrap 項目の“有効”にチェックを入れる。 

Ⅳ．トラップ IP アドレス項目に、FUJITSU Software Systemwalker(Systemwalker Centric Manager) 

  をインストールしているサーバの IP アドレスを入力する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

検証結果 

① パソコンブラウザより TIME BOOT(RSC-MT8F)に接続 

② ブラウザから TIME BOOT に電源制御命令 

③ TIME BOOT は、電源制御命令を受けて、FUJITSU Software Systemwalker 

(Systemwalker Centric Manager)に対して SNMP TRAP を送出。 

④ FUJITSU Software Systemwalker (Systemwalker Centric Manager) 側で TRAP の受信/確認が出来た。 

 

これら結果から、今回検証した構成では SNMP TRAP 送出動作に問題がないことが確認されました。 



 

 


